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昨
年
十

一
月
二
十
二
日
、
大

勢
の
ご
来
賓
、
岡
窓
生
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
教
職
員
、
在
被
生
列

席
の
下
、
厳
粛
の
中
に
も
和
や

か
な
雰
囲
気
で
、
八
十
周
年
記

念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
出
来
、

実
行
委
員
長
と
し
て
、
大
勢
の

関
係
者
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
記
念
事
業
は
、
過
去

（伝
統
）
を
称
え
、
現
在
を
見

つ
め
、
未
来
を
指
向
す
る
事
を

目
標
と
致
し
ま
し
た
。

幸
に
も
、
事
業
に
係
わ

っ
て

下
さ

っ
た
会
員
事
業
者
の
母
校

に
寄
せ
る
熱
い
思
い
で
、
立
派

な
仕
事
が
格
安
に
出
来
、
集
め
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印刷 働 本庄子と版社

さ
せ
て
戴
い
た
寄
付
金
で
、
金

て
の
事
業
を
完
成
さ
せ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
実
行
委
員

一
同

感
激
致
し
て
お
り
ま
す
。
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
記
念
事
業
の

一
部
に

つ
き
ま
し
て
簡
単
に
触
れ
さ
せ

て
戴
き
ま
す
と
、
前
号
に
予
想

図
を
潟
載
致
し
ま
し
た
が
、
旧

正
門
の
門
柱

・
潤
扉
を
惨
復

・

復
元
致
し
ま
し
た
。　
一
寸
見
に

は
新
築
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
門
柱
は
大
正
十

一

年
開
校
時
に
作
ら
れ
た
旧
制
中

学
時
代
の
唯

一
の
建
築
物
で
ご

ざ
い
ま
す
。
路
扉
は
戦
時
中
供

出
の
憂
き
目
に
あ
い
ま
し
た
の

で
、
当
時
の
写
真
よ
り
復
元
致

し
ま
し
た
。
こ
の
開
扉
の
ア
ー

ル
メ
ー
ボ
ー
様
式
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
た
ま
た
ま
母
校
に
勤
務
な

さ
れ
て
い
た
河
内
諒
先
生
の
作

品
で
、
先
生
は
後
に
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
大
成
し
、
昭
和

三
十
年
の
西
日
本
物
産
展
で
最

高
賞
を
受
賞
。
『
日
本
デ
ザ
イ

ン
小
史
』（
一九
七
〇
午
発
笠
に
よ
る

と
、
福
岡
県
大
川
市
で
は

「
デ

ザ
イ
ン
の
神
様
」
と
祭
め
ら
れ
、

記
念
弾
も
建
っ
て
お
る
そ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
関
の
北
側

に
懐
か
し
い
旧
本
館
の
写
真
を

影
り
つ
け
た
記
念
碑
も
建
立
致

し
ま
し
た
。
裏
側
に
校
章
の
い

わ
れ
も
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
回
特
に
力
を
入
れ
ま

し
た
の
が
創
立
八
十
日
年
記
念

誌

「柏
陵
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
で
も
自
慢
致
し
た
い
の
は
、

旧
中

一
回
卒
の
大
木
猪
四
郎
先

生

（医
師
）
よ
り
在
校
生
ま
で
、

す
べ
て
の
回
生
の
方
に
ご
欝
稿

し
て
戴
け
た
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
多
少
残
部
が
あ
る
そ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
母
校
事

務
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
一
冊
に
付
四
千
五
百
円

（送
料
込
み
）。
】

尚
、
学
校
側
の
要
望
に
お
応

え
し
て
、
校
内
の
環
境
向
上
に

寄
与
し
、
よ
り

一
層
勉
学
、
運

動
に
励
ん
で
貰
う
べ
く
、
視
聴

覚
教
室

・
合
宿
棟

へ
の
空
調
設

備
も
整
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

メや十輝評辛言己滝緩語業 J導 事報離旨 (募金協力者への決算報告態 I平成15年 3月末発送済]よ り抜粋)

収 入 の 部 (単位 円)支 出 の 部 (単位 門 )

科  目 決算額 科 目 決算額 科 目 決算額
1総務費

〔1)庶務費

(21通信費

(3)r「将ど費

(4)会議費

151渉外費

10お14,065

140,608

1,236,615

9,108,147

25,650

3,045

2事業費

(1)五事費 ※

(2)行 事  費

(3)環境整備費

t4)備 品  費
3雑 費

2Q7〔滑,6軽

1軌076180

899,355

15軌764

65軌305

111,855

4予 備費 0

合 計 31,416,524

※二事費摘要

旧正開門扉復元工事等 軌337,000

記念碑建立等     2〃 66,680

視聴覚及び合宿所空認設備工事18餌2,500

靖玉県立本庫高等学校創立八 ,‐周年記念事業実行委員会 委 員長 戸 谷 全 克③
監査の結果適正に処理され、上記のとおり相違ないことを認めます。
平成15年3月泌日
埼玉県立本産南等学校創立八十周年記念事業実行委員会 監  事  江 原 清 者③ 竹 内恵美子① 杉 田 悦 子③

″             監  事  曲 内 典 子③ 渡 辺 初 江③ 玉 木 章 子③

上記のとおり報告致します。
平成15年3月泌日

科 目 決算額

金

金

入

瞬
工立雅

寄

積

雑

25μll,000

6,側Q000

5,524

合 計 31μ16,524

創立八十日年記念の各種事業をすべて終え、贈正門前での記念撮影 平 成15年 2月22日 (土)
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ン
ロ
ーー
田
脳
冊
円
周
日
魁
ン

さ

ら
な

る
伝

続

校

へ

学
校
長

植
　
野
　
明
　
美

レ
ン
ジ
」
す
る
こ
と
で
す
『
換

一言
す
れ
ば
、
高
い
目
標
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
よ

っ
て
、
も

っ
と
鶴

し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
富
球

場
で
の
夏

の
黒
大
会
三
回
戦
、

甲
子
園
の
出
場
の
聖
望
学
園
と

の
対
戦
で
七
日
表
無
得
点
の
と

き
、
応
援
に
来
て
く
れ
て
い
た

年
配
の
同
窓
生
が
、
悔
し
さ
の

あ
ま
リ
ヨ

点
ぐ
ら
い
と
れ
―
止

と
大
声
で
怒
鳴
る
よ
う
に
応
援

し
て
く
れ
ま
し
た
。
直
後
、
聖

望
学
園
か
ら
見
事
重
点
を
も
ぎ

取
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
こ
の

Ｏ
Ｂ
の
よ
う
な
強
い
悔
じ
さ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
悔
し
さ

が
、
次
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

本
産
高
校
が
、
さ
ら
な
る
進

学
や
部
活
動
等
の
実
績
を
持

っ

た
伝
統
校
と
し
て
発
展
す
る
よ

う
、
教
職
員

一
丸
と
な

っ
て
尽

力
す
る
覚
据
で
す
。
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

着
任
以
来
、
通
隣
の
小
中
学

校
、
地
元
関
係
機
関
等
に
お
伺

い
す
る
度
に
、
同
窓
生
が
多
数

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
本
庄
高
校

が
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
校
で

あ
る
こ
と
を
直

に
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
く
す
の
本
の
並
本
、

年
強
を
重
ね
た
赤
松
や
猫

の

本
、
隠
正
門
な
ど
、
充
実
し
た

環
境
や
施
設
等
か
ら
も
伝
統
を

実
感
致
し
ま
し
た
。
　
　
・

昨
年
の
創
立
八
十
周
年
を
中

心
と
し
て
、
教
職
員
の
尽
力
に

よ

っ
て
、
生
徒
の
学
力
の
向
上

や
進
路
希
望
の
実
現
を
目
指
し

た
遇
七
時
関
授
業
や
代
ゼ
ミ
サ

テ
ラ
イ
ン
の
導
入
な
ど
、
本
校

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

多
彩
で
優
れ
た
才
能
や
個
性

を
持

っ
た
本
校
生
に
大
切
な
こ

と
は
、
「
よ
り
高

い
目
標
」
に

向
か
っ
て
勇
気
を
持
っ
て
「チ
ャ

今
の
本
座
高
校
。
そ
れ
は
、

遅
れ
た
夏
の
暑
さ
と
穂
樹
祭

ヘ

の
熱
気
で
燃
え
上
が

っ
て
い
ま

す
。今

年
で
五
十
四
田
目
を
迎
え

る
柏
樹
祭
は
、
実
行
委
員
の
募

集
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
九
十
七

人
も
集
ま
り
、
驚
き
と
喜
び
で

柏
樹
祭

へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
に
、
実
行
委
員
を
中
心
と
し
、

夏
体
み
前
か
ら
準
備
が
着
々
と

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
日
は
校
内
公
開

で
す
。
太
陽
の
下
で
生
徒
の
顔

が
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

こ
の
猫
樹
祭
に
よ
り
、
普
段

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
本

高
生
の
た
く
ま
し
い

い
面
を
見

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

今
後
も
、
球
技
大
会

。
三
送

会
な
ど
の
行
事
に
、
本
産
高
校

ら
し
さ
を
盛
り
込
み
、
学
校

↓

丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

か つ ぎ じ 安 わ だ 年 じ 日

魯g33景;魯替を3景
さた う とで か に生 入 た り

ふ各闇す北扶を穂雷ぱ岳
3壕古く鷲じたこ譲密蓬霧(定)生徒会長
の ↓ヽ も過 か 不 まん 四 こ 月 木 村 智 久

を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
で
学

ん
だ
事
、
仕
事
場
で
学
ん
だ
事
、

一
日
と
し
て
考
え
て
し
ま
う
と

ご
く
些
細
な
も
の
と
提
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
四
年
間
で

考
え
る
と
そ
れ
は
大
き
な
も
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
人
間
の
成

長
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
定
時
制
で
勉
強
と
仕
事
を

両
立
さ
せ
、
人
生
勉
強
と
社
会

勉
強
で
学
ん
だ
確
か
な
歩
み
を

糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
成
長
の

一

歩
を
踏
み
続
け
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ン
圏
冊
囲
ン

部

活

状

況

運
　
動
　
部

◇
体
　
燥
　
部

伝
統
と
栄
光
の
部
活
で
す
。

母
校
出
身
の
二
人
の
顧
闘
の
も

と
、
再
び
県
大
会
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
弓
　
道
　
部

県
大
会
個
人
準
優
勝
。
県
北

の
強
豪
校
と
し
て
文
武
両
道
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

◇
陸
上
競
技
部

も
う
す
ぐ
関
東
大
会
出
場
間

違
い
な
し
１
ど
ん
な
厳
し
い
練

習
も
乗
り
越
え
ま
す
。

◇
女
子
パ
ス
ケ

ツ
ト
部

果
北
大
会
優
勝
。
県
大
会
の

常
運
校
で
す
。
い
よ
い
ま
県
大

会
優
勝
を
目
指
し
、
益
々
練
習

に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

◇
柔
　
道
　
部

関
東

・
全
国
を
目
標
に
、
県

北
柔
道
の
拠
点
と
し
て
重
費
を

担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

を
築
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。

◇
水

泳

部

県
北
大
会
優
勝
―
生
徒
の
自

主
的
な
活
動
を
顧
間
が
見
守

り
、
見
事
な
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

◇
サ

ッ
カ
ー
部

母
校
出
身
の
顧
聞
の
も
と
、

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
日
々

熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
野
　
球
　
部

甲
子
園
出
場
の
聖
塵
学
闘
に

惜
し
く
も
敗
れ
た
も
の
の
、
県

大
会
で
の
活
躍
は
古
察
復
活
を

予
感
さ
せ
ま
し
た
。
行
く
ぞ
―

甲
子
園
。文

化

部

◇
新
　
聞
　
部

学
校
新
聞
を
定
期
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
オ
ピ
ユ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
糠
り

ま
す
。

◇
欧
葉
業
部

定
期
演
奏
会
、
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど

い
つ
で
も
金
力
投
球

で

す
。
母
校
出
身
の
顧
間
を
中
心

に
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
り
ま

す
。

◇
書

遺

部

吹
奏
発
部

・
美
術
部
と
合
同

発
表
会
を
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
是
非

一
度

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
写
　
真
　
部

最
近
は
デ
ジ
カ
メ
中
心
に
写

真
の
世
界
を
広
げ
て
い
ま
す
。

感
性
豊
か
な
作
品
を
文
化
祭
な

ど
で
案
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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平
成
十
四
年
度
の
進
路
状
況
と

進
路
部
の
取
組
み

()は 現役
過去5年間の進路推移

率大学、短大、尊F号学校は進学者数

平成15年書の大学念構状況

平
成
十
四
年
度
の
進
路
状
況

に
つ
い
て
、
左
の
表
を
も
と
に

説
明
し
ま
す
。

過
去
五
年
間
の
進
路
の
推
移

は
、
①
現
役
浪
人
の
四
年
生
進

学
者
数
は
横
ば
い
、
②
現
役
四

年
生
大
学
進
学
者
は
増
加
、
③

短
大
進
学
者
数
が
大
幅
に
減
少
、

④
専
門
学
校
進
学
者
は
横
ば

い
、
○
浪
人
数
の
減
少
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。

私
立
四
年
生
大
学
は
、
生
徒

減
少
期
の
中
で
も
上
位

・
中
竪

の
有
名
大
学

へ
の
人
気
が
高
ま

り
、
志
願
倍
率
も
さ
ら
に
高
く

な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
気
の

な
い
中
位

。
下
位
の
大
学

へ
の

入
学
は
容
易
に
な

っ
て
い
ま
す
。

女
子
は
薬
学

・
医
療

・
看
護

・

栄
養
系
の
資
格

。
実
学
系
の
人

気
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も

「狭
き
門
」

へ

の
入
学
は
益
々
難
化
傾
向
を
増

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
進
路
指
導
部
で

は
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
本
構

的
に

「
土
曜
日
補
習
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
代
々
木
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
衛
星
授
業

「
サ
テ
ラ

イ
ン
」
を
導
入
し
、　
一
学
期

・

夏
休
み
は
三
年
生
、
二

・
三
学

期
は
二
年
生
、
冬
体
み
は

一
年

生
に
視
聴
覚
室
で
午
前
三
時
間

（九
や
分

ｘ
二
講
座
）
の
全
国

レ
ベ
ル
の
土
曜
日
補
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

高
い
目
標
に
向
か

っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
た

め
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

欝
溝

鞭
撤

平成11年 平成12年 平成13年 平成 14年 平成15年

国公立4年 創大学 6 (3) 7 (5) ユ3   (5)

私立4年制大学 173 (98) 192(142) 184 184

目公立短期大学 3 (3) 4 (4) 1 2 (2)

私立短期大学 53(50) (37) 41 (39) 28  (28) 32(32)

専修 ・専門学校 98 (83) 83(77) 97  (92) 108

公務員 ・就職 3 (2)

現役総計人数 347 356 355

4大現役進学数 148

4大 現役進学韓% 鉛.0 42,7 41.4

浪人数 86

論人率% 29.4 228 23.9 20,0

閣
＝
＝
＝
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町
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件
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27+文 字学園女予

28渡 徳

29願 天堂

30城 西

31城 閣国際

32尚 美学園

33_上武

34昭 和女子

35女 子栄養

86女 子美術

37形野服飾女ギ

38駿 河台

39諏 訪理科

40理 学院

41成 際

42戚 城

43盤 徳

44題 武文拠

45軒 修

46仙 台

47創 価

48第 一薬科

49大 正

卸 大東文化

5上高購健康福祉

52拓 聴

53 玉サ||

54多 療美術

弱 千葉丁:業

56中 央

57帯 京

弱 東海

59東 京常茶

60東 京家政

61東 寮家政学院

62茶 点経済

63東 京丁:科

64東 京工業

65東 京田路

66東 京女子体育

67東 京造形

68東 京電機
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69疑京農採

70東京福祉

71東京薬科

72栞京理科

73燕北文化学園

74東北jX・科

75茶洋

76東洋学劇

77郷協

78長岡造彩

79二松学会

80日本

81日本工業

82日本社会事業

83日本体育

84日本文化

85本バダカリフォルニア

86擁脚保健衛生

87文教

88文京

89文京学院

90平成国際

91法政

92北海道東海

93松本歯科

94武蔵

95武蔵野音楽

96武蔵野女子

材 武蔵狩美術

98明治

99明治学院

100明星

101ものつくり

102路農学園

103立教

104立正

1師立命館

106和光

107早稲田
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１
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１

私立大学 現役 浪人 合言i

1青 山学擁

2麻 布

3亜 細寵

4跡 見学囲

5上 野学囲

6岡 山理科

7学 習擁

8神 奈'11工科

9神 奈川

10関菜学院

11関東学園

12'と塁

13共愛学漏競糖目盛

14共 立女子

15寄林

16 1tl立旨業

17群馬社会福祉

18工学院

19囲学腕

20田擦医療柄祉

21 LIH士館

22駒 簿

23駒澤女子

24埼 玉工業

25実践女子

拓 芝浦工業

合  計 8K)1

璃擢藝亀覇護理賢語を   1寮欝 麓真 銃繋 紫露景非)
離     発 動先等 |           (退 職)

菅谷 浩 之 校 長   (定 年)1高 橋 邦 男 教 論   (定 年)

県立熊合教育センター1大塚 俊 雄 教 諭   (定 年)

清水  進  教 論   (退 職)1中 村 史 子 教 論 奏 沼

山婚 祭 彦 教 識 本 産北   1松 村 ltFf彦 教 論 行 日工業

銭谷 都 子 教 論   (定 年)1江 逮 純 代 非 常勤講師

藤川 和 俊 教 諭 寄 態    |         (任 期満 r)

萩原  努  教 諭  (任 期満了)1島 田  孟  主 査 行 日女子

海老沼勝義 教 論   (定 年)1金 子みつ江 事 務主任深谷第
一

鞭     前 任校等 1荻 野  感

植野 槻 美 校 長       1画 村富士子

県立総合教育センター1小Ll 悪美

教顕 熊 谷    1新 lll紗憲子

教論 熊 谷市女  1永 井 隆 夫

教諭 深 谷商   1久 次米 毅

教織 i尾 東   |
教諭 大 密束   1福 井 正 倫

教諭 深 谷第一  1阿 部 直 子

教輸 熊谷工業  |
教諭 本 庄養護  |

我妻比―郎
☆藤 昌 子
秋出二=夫

西尾 信 一

井上  尚
逸見 千翔杖
吉開 正 治
高野 薦 夫

教諭   寄 居
教諭   小 サll

養護教諭 新 任
事務工事 新 任
非常勤講師
教諭

(顔内教論の廃体代替)
担当課長 児 玉白楊
非常勤講師 (新 任)



平成15年19月15日  県 立 本 産 高 校 岡 窓 会 報 第33号  (4)

冨

常
で
の

感
じ
る
こ
と
、
発
屋

本
産
市
議
会
議
員

大
沢
え
り
子

（三
十
九
園
率
）

早

い
も
の
で
、
事
業
し
て
約

十
七
年
。
本
高
で
過
ご
し
た
三

年
閣
は
、
と
て
も
鮮
明
な
ま
ま
、

心
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
の
自
分
の
将
来
像
は
、
小

学
校
の
教
師
に
な
り
た
か

っ
た

こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
こ
の

夢
は

「夢
」
で
終
わ

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
…
…
。
自
分
の
将

来
像
の
教
師
に
は
結
び
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
パ
ツ
コ
ン
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
形

で
、
人
と
接
す
る
機
会
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
は
、

イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事

と
、
議
員
と
し
て
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
、
何

か
を
感
じ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
朝
起
き
て
、
仕
事
を

し
、
帰
宅
す
る
。
こ
の
繰
り
返

し
で
す
が
、
そ
の
中
か
ら
自
分

自
身
で
何
か
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
私

自
身
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
事
を

「意
識
を
し
て
」
な
の
で
す
が
、

何
か
を
感
じ
る
こ
と
、
新
た
な

発
見
を

「自
然
」
に
見
出
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
た
ら

と
思

っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
い

い
と
思

い
ま
す
。
仕
事
な
ら
、

自
分
を
含
め
周
り

の
人
た
ち

が
、
ど
う
す
れ
ば
気
持
ち
良
く

出
来
る
か
。
そ
れ
が
、
策
顔
の

回
数
か
も
し
れ
な
い
し
、
電
話

で
の
応
対
に
気
を

つ
け
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生

活
の
中
で
し
た
ら
、
緑
の
業
じ

さ
を
感
じ
た
り
ヽ
何
か
好
き
な

音
楽
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
想

い
な
が
ら
、

本
産
の
衛
を
歩

い
て
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
何
か
感
じ
る
こ
と
、

新
た
な
発
見
は
な
い
か
と
思
い

歩

い
て
み
ま
す
。
そ
の
中
で
、

知
ら
な
い
方
と
自
然
に
挨
拶
が

出
来
た
り
、
挨
拶
だ
け
で
な
く

会
議
が
生
ま
れ
た
り
す
る
事

で
、
人
の
心
と
の
ふ
れ
合
い
か

ら
、
何
か
自
分
自
身
で
役
に
立

て
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

自
分
の
日
常
の
中
で
、
何
か

を
感
じ
、
何
か
を
発
見
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
に
対
し

て
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
周
り

の
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
優
し

い
気
貯
ち
で
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
人
の
た
め
に
、

地
域
の
た
め
に
。
そ
の
輸
が
広

が
れ
ば
、
誰
も
が
心
地
よ
い
衛

と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。
言
葉
で
発
す
る
こ
と

は
簡
単
で
す
が
、
ま
ず
出
来
る

こ
と
か
ら
実
践
。
小
さ
な
こ
と

か
ら
、
身
近
に
感
じ
、
発
見
す

る
こ
と
で
、
良
い
こ
と
だ
け
で

な
く
、
嫌
な
こ
と
も
、
そ
れ
を

ど
う
感
じ
受
け
と
め
て
、
ど
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？

一

つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
で
、
毎

日
を
た
だ
過
ご
き
な

い
よ
う
、

何
か
感
じ
、
新
た
な
発
見
が
憲

識
せ
ず
に

「自
然
」
に
出
来
る

よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
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全
克

南

１

副
会
長
　
立
州
　
大
作

中
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副
会
長
　
高
本
　
敏
子

女

８

副
会
長
　
清
水
　
　
賛

中

１９

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛

高

２

副
会
長
　
竹
並
栄

一
郎

併
中
２

副
会
長
　
一戸
谷
洋

一
郎

高

Ｍ

副
会
長
（教
頭
）我
妻
光

一
郎

副
会
長
（教
頭
）若
林
　
章

一

会
　
計
　
内
野
ヨ
シ
ユ

女

１６

会
　
計
　
清
水
　
正

一　
南

６

盤
　
事
　
江
原
　
清
苦

高

４

監
　
事
　
竹
内
意
美
子

闘

６

顧
聞
（校
長
）植
野
　
明
美

宮
本
町
　
卜
部
　
義
典

泉
　
町
　
竹
並
栄

一
郎

上
　
町
　
携
野

　

登

照
着
町
　
岩
本
　
英
人

七
軒
町
　
町
田
　
一
徳

伸
　
町
　
飯
塚
　
能
成

本
　
町
　
矢
代
　
和
正

南
本
町
　
村
田
被
次
郎

台
　
町
　
松
本
　
被

一

茉
広
町
　
野
枝
　
直
治

諏
訪
町
　
山
本
　
重
司

朝
日
町

　

（検
討
中
）

藤
　
田
　
宮
崎
　
興
憲

仁
　
手
　
福
島
　
好
正

旭
　
　
亀
日
　
本
二

北
　
泉
　
掻
原
　
　
暁

今
　
井
　
田
辺
　
守
司

児
　
玉

　

（検
討
中
）

平成14年度収支決算書
自 平 成14年4月 1日 至  平 成15年3月31日

※平成15年3月31日 財 産目録 ¥25,37軌467

上記監査 監 事 江 原清音・竹内意美子 平成15年6月7日 高 篤 高 高 高
※平成15年 3月 31日現在 終 身会費納入者数 4,731名    7 5 4 3 4

高

１

併
中
２

高

２

中

２０

高

５

蔦

２５

高

６

中

２２

定

１

高

５

中

２２

収 入  の  部             (単 位 円 )

科  目 決算額 予算額 比較増滅

平成13年度入会金

平成14年度入会金

終 身 会 費

年 会

付

収

費

寄 金

雑 入

755,475

725,475

620脚

6,000

0

194322

756,000

1,醐 ,000

1側,000

200,000

10軌000

724,950

Z 3ヽ80,000

Z 9ゝ4,000

△200,000

94,322

合 計 2.301.272 2,156,000 145,272

買 出 の 部      (単 位 門)

科 目 決算額 予算額 比較増減

費

費

費

金

費

費

費

費

給

済

費

斜
帥
軸
卵
議
端
際
鞠
嬢
囃
備

総

組

記

母

会

通

交

事

育

預

予

156,253

1愚、143

248,430

50;000

17●00

軌430

8軌010

28,030

50,000

1は000

0

250,000

500,000

257,985

50脚 0

5碑 00

400p00

1鈍 ,側

30α000

50,000

0

1遼,015

Z 9ゝ8,747

△393,857

△軌555

0

∠ゝ32脚 0

△394β70

△14990

ぬ、271p70

0

10,000

Z 1ゝ98,015

含 計 756,796 2,156,000 ∠ゝ1,399.204
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川
　
金
井
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泉
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彦
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上
塁
神
保
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森
村

信
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高

盟

上
塁
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美

小
野
　
英
彦

高

１４

上
塁
七
本
木
斎
藤
　
勝
次

高

Ｍ

上
塁
長
幡

小
柳
　
暮
政

高

ｍ

岡
　
部
　
題
鴎
　
義
介

篇

５

寄
　
居
　
松
本
　
恭
二

高

２

深
　
谷
　
清
水

　

賛

中

１９

熊
　
谷
　
栗
原
　
健
晃

高

１３

県
庁
県
薄

大
澤
　
文
徳

高

郷

伊
勢
崎
　
昔
澤
　
唯
志

高

１１

新
　
町
　
高
鶴
　
重
皓

高

６

東
　
一界
　
冨
田
　
一二
郎

中

４

本
産
市
役
所
戸
谷
洋

一
部

高

１４

エ
ー
ザ
イ

茂
本
　
秀
夫

爵

１３

児
玉
都
市
教
職
員

督
部
　
　
彰

高

Ｍ

支
部
長
会

・
新
年
会

総
会
案
内

①
支
部
長
会

，
新
年
会

二
月
十
五
日

（日
）

午
後
二
時
よ
り

於
　
五
州
園

②
通
常
総
会

六
月
十
九
旨

（土
）

午
後
三
時
よ
り

於
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
産

〈
お
　
謡
　
び
〉

鎖
号
に
続
く
終
身
会
費

・
寄

付
者
等
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し

て
は
い
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
す」
了
承
下
さ
い
。


